
令和４年１０月臨時会

会 議 録



◎議 長（青 野 隆 一 議員）

皆さん、おはようございます。

これより、令和４年10月臨時会を開会いたします。

出席議員も定足数に達しておりますので、直ちに本

日の会議を開きます。

本日の会議は、議事日程第１号によって進めます。

まず、日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

９番 鈴木裕雅議員、10番 鈴木清議員、11番 和田

哲議員、以上の３名を指名いたします。

次に、日程第２、会期の決定を議題といたします。

議会運営委員長の報告を求めます。議会運営委員長。

〔議会運営委員長 奥山 格 議員 登壇〕

◎議会運営委員長（奥 山 格 議員）

おはようございます。議会運営委員会の審査の結果

についてご報告申し上げます。

去る10月12日招集告示になりました今臨時会に係る

議会運営委員会を、10月20日午後１時から、市役所会

議室において開催いたし、当局から総務課長並びに財

政課長の出席を求め、提出議案の概要を聴取しながら、

会期及び議事日程について慎重に審査を行ったところ

であります。

その結果、今臨時会の会期につきましては、皆様方

のお手元に配付いたしております会期日程表のとおり、

本日１日限りとすることに、意見の一致をみた次第で

あります。

何とぞ、当委員会の決定に対し、議員各位のご賛同

をお願い申し上げ、ご報告といたします。

◎議 長（青 野 隆 一 議員）

お諮りいたします。ただ今、議会運営委員長報告の

とおり、会期は本日１日限りにすることに、ご異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎議 長（青 野 隆 一 議員）

ご異議なしと認めます。よって、会期は、本日１日

限りと決定いたしました。

次に、日程第３、諸般の報告でありますが、事務局

に報告させます。

◎事務局長（斎 藤 健 司 君）

諸般の報告をいたします。

監査委員より議長あてに、９月及び10月に執行した

した例月出納検査の結果及び、各課に関わる定例監査

の結果について、報告がございました。それぞれその

写しを配付しておりますので、ご了承願います。

以上で、報告を終わります。

◎議 長（青 野 隆 一 議員）

続いて、議案の上程を行います。

日程第４、議第60号「令和４年度尾花沢市一般会計

補正予算（第７号）」について上程いたします。

これより提案理由の説明を求めます。市長。

〔市長 結城 裕 君 登壇〕

◎市 長（結 城 裕 君）

皆さん、おはようございます。提案理由の説明に先

立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。

10月29日に、村山市で東北中央自動車道の開通式が

開催され出席してまいりました。これにより、東根尾

花沢間の全線が開通となり、北村山沿線の地域産業の

活性化と観光振興に寄与するものと大いに期待すると

ともに、本市への新たな人流を創る好機と捉えており

ます。

また、本市には、第二次、三次救急医療施設がない

ことにより、重篤の患者さんの救急搬送時間が県内で

最長となっていますが、今回の開通によりまして、救

急搬送時間が短縮されることになり、市民の安心安全

の強化にもつながるものと嬉しく思っております。

このような機会を捉えまして、今後もますます本市

が発展していけるよう、各種施策を展開してまいりた

いと考えておりますので、議員の皆様におかれまして

も、引き続きご協力賜りますようお願いを申し上げま

す。

それでは、今臨時会に提案いたしました予算議案の

概要について、説明を申し上げます。

議第60号「令和４年度尾花沢市一般会計補正予算

（第７号）」についてですが、既定の歳入歳出予算の

総額に、それぞれ１億4,360万3,000円を追加し、予算

の総額を136億1,797万8,000円とするものであります。

歳出につきましては、電力・ガス・食料品等価格高

騰緊急支援給付金給付事業のほか、新型コロナウイル

ス感染症に係る緊急対策第22弾として、保育施設原油

価格・物価高騰対策事業、肥料価格高騰対策支援事業、

配合飼料価格高騰対策支援事業、農業水利施設等電気

料金高騰支援事業、運送関連事業者等支援金、消防職

員感染防止対策事業を追加するものであります。

歳入につきましては、消防費負担金、新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金、電力・ガス・

食料品等価格高騰緊急支援給付金給付事業費補助金に

より予算を調製するものであります。

以上が、今臨時会に提案いたしました議案の概要で

ありますが、審議の過程におきまして、必要に応じて

関係課長から説明いたさせますので、慎重なるご審議

の上、原案のとおりご可決くださいますようお願い申



し上げまして、説明を終わります。

◎議 長（青 野 隆 一 議員）

続いて、議案の審議を行います。

お諮りいたします。日程第５、議第60号「令和４年

度尾花沢市一般会計補正予算（第７号）」の審議につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により、委員会

付託を省略したいと思います。これに、ご異議ありま

せんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎議 長（青 野 隆 一 議員）

ご異議なしと認めます。よって、議案の審議につい

ては、委員会付託を省略することに決しました。

日程第５、議第60号「令和４年度尾花沢市一般会計

補正予算（第７号）」を議題といたします。

これより質疑に入ります。ご質疑ございませんか。

菅野修一議員。

◎１番（菅 野 修 一 議員）

それでは６款１項３目でございます。18節の肥料価

格高騰対策支援事業費補助金3,300万円について、お

伺いいたします。この事業概要の詳細、そして対象が

化学肥料の２割低減に取り組む農業者というようなこ

とになっておりますけれども、その理由についてもお

伺いしたいと思います。

◎議 長（青 野 隆 一 議員）

農林課長。

◎農林課長（岸 栄 樹 君）

６款１項３目、農業振興費のうち、肥料価格高騰対

策支援事業費補助金について、概要についてまずお知

らせをさせていただきたいと思います。今般11月１日

の市報に折り込みをさせていただきまして、周知啓蒙

をさせていただいてございます。今回の肥料価格の高

騰対策につきましては、前段国の事業のほうが動いて

ございます。国のほうは、令和４年６月から来年５月

までに購入した肥料の高騰分の支援するという中身で

あって、７割相当分を国で支援するという制度設計に

なってございます。

その残りの３割分あるわけなんですけれども、それ

を補填するために県のほうで15％分、１割５分を嵩上

げをして、制度を運用するという中身になってござい

ます。さらに１割５分残っているわけなんですけれど

も、その分を尾花沢市の独自対策として支援をさせて

いただいて、肥料価格高騰を高騰分の100％を支援す

るという内容で上程をさせていただいてございます。

２割低減の取り組みを行う農業者ということで、限

定をさせていただいたものは、国及び県の支援策と同

様に考えさせていただきまして、同時並行的に支援を

行うということで、制度設計を同じにしたものでござ

います。以上でございます。

◎議 長（青 野 隆 一 議員）

菅野修一議員。

◎１番（菅 野 修 一 議員）

米価につきましては、昨年度は、１万円を割る大変

な概算払金の中でした。生産資材が高騰する中で、今

年の概算払金も1,000円ほど上がったわけなんですけ

れども、これを帳消しにするぐらいの肥料の高騰、そ

れから農薬、あるいはビニール資材等々が上がってい

るわけであります。一般農家の方が本当に、大変今年

もコストによって価格が、いくら1,000円アップして

も帳消しになると、そんな状況の中で、私は農家、生

産者農家に全て支援するぐらいのことがあってもいい

のではないかなと、このように思ったわけなんですけ

れども、この点につきましては、いかがか見解を求め

たいと思います。

◎議 長（青 野 隆 一 議員）

農林課長。

◎農林課長（岸 栄 樹 君）

ご提案ありがとうございます。農林課の制度組み立

てる時にも、同じような形で同じような気持ちで考え

て、今回提案をさせていただいてございます。いかん

せんあの肥料の原材料の多くが輸入に頼っている日本

でありますので、その原材料の流通が若干滞っている

プラス、原材料の生産が滞っているという情報もござ

いまして、どうしてもやはり化学肥料の２割低減の取

り組みというのは、避けては通れない項目なのかなと

いうふうに理解をさせていただいてございます。

その中でやはり、農業者の方に混乱と、あと事務の

軽減も図るために、国及び県と同様の制度設計をさせ

ていただいたところでございます。以上です。

◎議 長（青 野 隆 一 議員）

菅野修一議員。

◎１番（菅 野 修 一 議員）

国、県の指針にしたがって、市もそのような形の対

象者というようなことにしてもらったというようなこ

とでございます。やはり課長も申されたとおり、やっ

ぱりこういう化学肥料から脱しようとする取り組み、

そういうのもこれから推奨していかなければならない

と思うんですけれども、そういう方向、尾花沢市はや

はりあの有数のこの畜産農家、和牛の生産地というよ

うなことで、これをやはり化学肥料を減ずるにあたっ

ては、やはり耕畜連携で、化学肥料の減じた分を有機、



そういう堆肥をもってですね、賄っていくというよう

なことかと私は理解しているところでございますので、

ぜひとも、今後ともこの堆肥施用の助成についても、

さらに充実した形にしてもらえば、皆さんがそれに置

換されるのではないかなと、このように思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。以上です。

◎議 長（青 野 隆 一 議員）

ほかにご質疑ございませんか。和田哲議員。

◎11番（和 田 哲 議員）

私のほうからは、７款１項２目、商工業振興費のう

ち18節負担金補助金及び交付金の中の、運送関連事業

者等支援金についてお尋ねいたします。

こちらは尾花沢市緊急対策第22弾の位置付けとして

承知しておりますが、あらためまして、この概要につ

いてお尋ねしたいと思います。

特に申請要件でありますけれども、こちらは山形県

が実施する運送業者支援を受給された方が、申請要件

ということで事前に伺っておりますが、現在山形県の

ほうでは、一般貨物を申請許可しております運送事業

者原油高騰支援給付金と、あとはもう１本、山形県の

ほうでは、地域公共交通事業者原油高騰等支援金、２

つが混在しております。この辺の兼ね合いも含めまし

て、どのような申請要件になるのか、お尋ねしたいと

思います。お願いします。

◎議 長（青 野 隆 一 議員）

商工観光課長。

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君）

お答えいたします。尾花沢市運送関連事業者等支援

金でございます。こちらにつきましては、今、議員も

仰るとおり、新型コロナウイルス感染症の影響を受け

まして、またあと昨今の原油価格物価高騰の影響を受

けております、タクシー、バス、一般貨物運送等の運

送事業者に支援するものでございます。

今大きな節約、あとは運賃への価格転嫁などにより

まして、非常に影響を受けてございます。ただこちら

の事業者につきましては、地域の公共交通、または生

活を支える物資輸送など、欠かせないものとなってい

ることを担っている事業者と捉えてございます。

問い合わせにありました支給要件でございますが、

今回山形県が現在も実施してございます、運輸事業者

原油価格高騰支援給付金と、プラス地域公共交通事業

者原油価格高騰等支援金、こちら６月にも第１弾実施

され、今回第２弾が今実施されてございます。それぞ

れタクシー事業者、あと観光バス、路線バス、トラッ

ク運送業者などが尾花沢にございますので、こちら県

の支給要件に該当した者につきまして、市でも独自に

支援するものとしてございます。以上でございます。

◎議 長（青 野 隆 一 議員）

和田哲議員。

◎11番（和 田 哲 議員）

尾花沢市が独自に、山形県が実施する２つの事業を

受給されている方に対して、尾花沢市が上乗せするん

だよということであります。非常に第１弾を受給され

た事業者さんのほうから話を伺いますと、非常にやっ

ぱりこの原油高騰の最中で、大変山形県の事業は助か

ったということであります。それからさらに、尾花沢

市では上乗せをするということでありますので、非常

にありがたい事業の１つだなと思っております。周知

についても、もう１点お伺いしたいなと思うんですが、

先ほどあのご答弁いただいた中で、第１弾は既に終了

しております。こちらの事業がですね、運送事業者原

油高騰支援給付金、こちら山形県の産業労働部の商業

振興・経営支援課が出しております。一方で地域公共

交通事業者原油高騰等支援金については、みらい企画

創造部の総合交通政策課のほうが所管しておりまして、

若干この事業が２つの課で担当しているということも

ありまして、事業のスタートのタイミング等も若干ず

れているようであります。第１弾は既にどちらも終了

しておるのですが、第２弾については、前者のほうは

10月17日からスタートしております。第２弾につきま

しては、山形県のほうに問い合わせしましたところ、

10月24日から受付をスタートしているということであ

ります。該当する事業者さんにつきましては、個別で

メールや書類等で案内をしているということがありま

したが、若干この第２弾が行われるんだよというその

対象者、申請する側のほうがですね、ちょっと情報の

収集に行き届いておれない部分もあるようです。

尾花沢市のほうで、この事業をすることによって、

県のこの事業もプッシュアップする形でですね、周知

できるのかなと思いますが、尾花沢市のほうでは、こ

の県の事業を受給されているのが条件になりますので、

どのように合わせて周知される予定か、お尋ねしたい

と思います。

◎議 長（青 野 隆 一 議員）

商工観光課長。

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君）

お答えいたします。市内の運輸関連事業者というこ

とで、業種につきましては、タクシー業者が１社、観

光バス事業者が１社、路線バス事業者が１社、あとト

ラック運送業者が５社ということで認識してございま



す。一応事前にリサーチなどもしまして、各登録台数

なども把握させていただきながらと思ってございます。

周知につきましては、関連する市民税務課などとも連

携しながら、各業者にピンポイントにご案内を差し上

げてまいりたいと思います。以上でございます。

◎議 長（青 野 隆 一 議員）

ほかにご質疑ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎議 長（青 野 隆 一 議員）

質疑もないようでありますので、終結いたします。

次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。

これより、議第60号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎議 長（青 野 隆 一 議員）

ご異議なしと認めます。よって、議第60号は、原案

のとおり決しました。

以上をもちまして、日程は全部終了いたしました。

これで令和４年10月臨時会を閉会いたします。ご苦

労様でした。

閉 会 午前10時24分


